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町長議案提案説明 
町長 平成２２年第 3回定例町議会、全員ご出席いただきまして有難うございます。議案
説明に先立ちまして、所感の一端を述べさせていただきたいと思います。中国荘子の庚桑 

楚篇の一編でございますが、行きて行く所を知らず居りて為すところを知らず物と委蛇し

てその波を同じくすこれ衛生の経のみと、こういう言葉がございました。私なりに訳させ

ていただくと、与えられた人生を全うするということは、不変の真理に従うことであると

いうこと。自然のリズムに合わせた生き方こそ肝要でありますし、曰く虚心担懐という言

葉もございますが、生きよとの教えであります。改めて日々の営みの中で荘子の言葉を噛

み締めておりますとともに、自戒の意味も込めて冒頭に申し上げた次第です。謙虚である

ということ、勿論公僕としての自覚を幹部職員はもとより職員とともに改めて認識して業

務にあたりたいと思います。まず４点ほど申し上げますが、１つ国会、県会はさておきま

して、先の牟岐町議会におきましては、議員定数の削減を自ずからご提案いただき改めて

その英断に敬意を表したいと思います。２点もう既にご承知かと思いますが、小中一貫教

育と保育所、給食施設センターの安全な丘陵地帯への統合の目論みも１歩前進、前に進ん

でおります。徳島否、四国一の教育施設として名実ともに実現することを期したいと存じ

ております。まだまだ越えるべきハードルは幾つもあるようでございますけれども、せっ

かくの機会でございますので、理想像を追求するとともに議会の皆さん方は勿論ですけれ

ども教育現場とともに議論を深めて理想的な姿を実現できるようにいたしたいと思ってお

ります。３点目、これは直接町政とは関係ございませんけれども、県立海部病院では、医

師不足によりまして土曜休診や産科婦人科の休診が長らく続いておりましたようでござい

ますが、県当局の配慮やまた地域医療の皆さんのご支援、ご協力によりほどなく産科の開

設、再開との明るいニュースも報じられています。４番目、先に実施されました町民アン

ケートの結果でございます。この報告によりますと牟岐町に愛着を感じているというパー

センテージが６７．５％、愛着を感じていないというのが８．４％、１００％までいきま

せんけどもかなり高い数字の愛着を感じている。勿論年齢層によって幾分バランス、差違

がありますけども、それを受けた牟岐町に住みたいという、これも同じパーセンテージで

６７．５％、住みたくないというのが８．４％というふうな報告が出されています。この

数字に拘ることはありませんけども、できるだけそういうふうな町民の愛町心或いは町政

に対する関心度、これも１つの表現の在り方かと思います。これに安心することなく皆さ

ん方とともに町政を推進していきたいと思います。それでは、本議会に提案いたします提

案書の説明を申し上げたいと思います。議案２４件、決算認定他多数の関連議案を提出さ

せていただいておりますが、よろしくご審議のほど賜わりますようお願いいたします。資
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料を参照していただきたいと思います。本定例町議会に提出の案件は、報告１件、議案２

４件であります。議案の内訳は決算認定８件、条例の制定及び一部改正６件、補正予算３

件、人事案件４件、その他３件となっております。まず項目別に申し上げますと、報告第

３号、平成２１年度決算における健全化判断比率及び資金不足比率についてであります。

１９年度決算から健全化判断比率及び資金不足比率につきましては、報告と公表が義務と

なっております。牟岐町の２１年度決算の数値では、実質公債費比率７.５％、将来負担比

率５７.１％となっておりまして、他の数値はゼロですので該当ありません。実質公債費比

率は２０年度と同じ数値、将来負担比率は１１．１％のマイナスと良くなっています。議

案第３６号から第４３号までの８議案は各会計の決算認定となっておりまので、議案のあ

とに監査委員の意見書を、また、別冊で２１年度における主要な施策の成果を添付してい

ますので、参考にしていただけたらと思います。続きまして、議案第３６号、平成２１年

度牟岐町上水道事業会計歳入歳出決算認定。上水道事業会計の決算では、収益的収支は、

事業収益１１２，４５５，４６０円、事業費用は１０８，１２３，７９９円となり、４，

３３１，６６１円の黒字となっています。資本的収支につきましては、資本的収入４８，

０６６千円に対しまして、資本的支出は９５，９００，６８９円となり、差引４７，８３

４，６８９円の不足を生じましたので、これについては、過年度分損益勘定留保資金で補

填いたしました。次の議案第３７号、平成２１年度牟岐町一般会計歳入歳出決算認定につ

いてであります。一般会計の歳入総額は３，６５６，３０６，９４６円、歳出総額は３，

４５０，２６６，９５４円で、差引２０６，０３９，９９２円となっています。２２年度

へ繰り越す財源４２，３８９千円を引いた、実質収支額は、１６３，６５０，９９２円と

なり、前年度と比較しますと１２，３０２，８５９円の減少となっています。２１年度は、

財政調整基金に１２０，０００千円を積立てています。議案第３８号、平成２１年度牟岐

町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定。国保会計の歳入総額は９４７，１７５，００

１円、歳出総額は８５２，４６５，７８６円で差引いたしますと９４，７０９，２１５円

となり、前年度と比較いたしますと１０，４７２，０６０円の減少となっております。次、

議案第３９号、平成２１年度牟岐町出羽島簡易水道特別会計歳入歳出決算認定。出羽島簡

易水道会計の歳入総額、歳出総額は２５，３８１，０９７円と同額になっています。続き

まして、議案第４０号、平成２１年度牟岐町老人保健特別会計歳入歳出決算認定。老人保

健特別会計の歳入総額は１６，７２０，１７０円、歳出総額は１６，０５０，０７５円で

差引６７０，０９５円の黒字となっています。この黒字分は２２年度に国庫等に精算し返

還します｡続いて、議案第４１号、平成２１年度牟岐町青少年健全育成センター特別会計歳

入歳出決算認定。青少年健全育成センター特別会計の歳入総額は６，９４３，２６８円、



 - 3 -

歳出総額は６，４６５，７５８円で差引４７７，５１０円となり、２０年度と比較いたし

ますと８０，２４２円の増加となっています。議案第４２号、平成２１年度牟岐町介護保

険特別会計歳入歳出決算認定。介護保険特別会計の歳入総額は８０５，６１２，９１７円、

歳出総額は７７８，８４１，４７７円で差引２６，７７１，４４０円となり、２０年度と

比較すると１８，４４３，７８７円の減少となっています。次の項目、議案第４３号、平

成２１年度牟岐町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定。後期高齢者医療特別会計の

歳入総額は６８，７８１，１７０円、歳出総額は６７，９１４，８７０円で差引８６６，

３００円の黒字となっています｡２０年度と比較すると４７５千円の増加となっています。

次、議案第４４号、牟岐町過疎地域自立促進計画これは平成２２年度から２７年度の策定。

過疎地域自立促進特別措置法の一部を改正する法律の成立により、失効期間が６年間延長

になりました。これにより、平成２２年度から２７年度までの新たな過疎計画を策定し、

議会の承認を得るものであります。今回の計画は、従来のハード事業に加えまして、ソフ

ト事業についても過疎債を適用することとしています。次、議案第４５号、牟岐町個人情

報保護条例。牟岐町の個人情報保護は、牟岐町電子計算組織の運営に関する条例により行

ってきました。新たな条例により今まで規定していなかった事柄についても網羅し、現在

の情勢に適応できるよう策定しています。議案第４６号、 牟岐町小集落地区改良住宅設

置及び管理条例の一部を改正する条例。牟岐町小集落地区改良住宅設置及び管理条例の別

表中、住所の地番をはずすものです。次に議案第４７号、牟岐町国民健康保険税条例の一

部を改正する条例。本年度、国保税の納期を増やしたことによりまして、第１期と第２期

以降の額に大きな開きが出るため、分割金額を１００円単位として、納税者の利便を図る

ものです。２３年度分から施行します。次、議案第４８号、牟岐町重度心身障害者等に対

する医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例。母子医療の範囲を母子家庭から父

子家庭についても対象とするもので、本年１０月から施行します。次、議案第４９号、牟

岐町過疎地域自立促進特別措置法に基づく町税の課税免除に関する条例。この条例は、過

疎地域自立促進特別措置法第３１条の規定の適用を受ける設備、製造、情報通信技術利用

事業、旅館業に供する設備が該当いたしますが、これを新設又は増設した者に対して固定

資産税の課税免除することを規定するものです。続きまして、議案第５０号、牟岐町企業

立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する法律第２０条に規定

される固定資産税の課税免除に関する条例。この条例は、企業立地の促進等による地域に

おける産業集積の形成及び活性化に関する法律第２０条の規定による固定資産税の課税免

除に関することを規定するものであります。徳島県の策定している基本計画によりますと、

県と２４市町村が連携して産業集積の形成を図り、既存企業の高度化や新たな企業立地の
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促進を図ることとしています。議案第５１号、町道の認定。平野かげ線を町道に新たに認

定するもので、起点は河内字たなかち１６９１番７の地先から終点が河内字かげ３９６番

２の地先までということです。続きまして、議案第５２号、町道の路線変更。町道上の町

１号線を起点は同じで終点を中村字本村２６０番１の地先から本村２５６番１の地先に延

長して変更するものです。続いて、議案第５３号、平成２２年度牟岐町一般会計補正予算。

今回の補正の総額は、１３０，７４７千円となっています。歳出の主なものを挙げますと、

２款、総務費の総務管理費で役場庁舎修繕工事、交通安全対策施設設置工事追加分、徴税

費で異動による人件費、土地鑑定委託料などを計上しています。３款、民生費の社会福祉

費で２１年度の国費返納金などを計上。４款、衛生費の保健衛生費で子宮頸ガン、インフ

ルエンザ予防接種手数料や補助金、衛生組合負担金の交付税分などの追加｡５款、農林水産

業費の農業費で牟岐町農業経営調査研究補助金など追加しています。６款、商工費で商工

会の商品券発行事業補助金など計上。７款、土木費の道路橋梁費で地域活力基盤創造交付

金事業の減額、住宅費で町営住宅修繕料などの追加、法定外公共物管理費で天神前流路災

害工事の計上。９款、教育費の教育総務費で人事異動による職員人件費の減額。学校統合

事業費で小学校の実施設計費、校舎建設敷地造成工事費の計上などとなっています。歳入

では、町税を課税実績により減額、普通交付税を財源の調整のため減額し、国費、県費、

町債を特定財源として充てています。歳入歳出、１３０，７４７千円を追加し、予算総額

を２，７９７，１８１千円とする２２年度一般会計補正予算です。議案第５４号、平成２

２年度牟岐町国民健康保険特別会計補正予算。今回の補正は、歳入歳出２，８６４千円を

追加し、予算総額を９３０，７９０千円とするものです。歳出は、諸支出金で２１年度老

人保健医療費拠出金負担金と退職者医療交付金などの精算による返還金２，８６４千円の

追加です。歳入は前年度繰越金です。議案第５５号、平成２２年度牟岐町介護保険特別会

計補正予算。今回の補正は、歳入歳出１２，０２３千円を追加し、予算総額を８２８，５

４６千円とするものです。歳出は全額、諸支出金で精算による国庫支出金などの返還金で

す。歳入は、前年度繰越金です。次、議案第５６号、人権擁護委員の推薦。本年１２月３

１日に任期満了となる委員、井上暁氏の再任の議案です。任期は３年間で平成２５年１２

月３１日までとなります。議案第５７号、牟岐町固定資産評価審査委員会委員の選任。本

年１２月２１日に任期満了となる委員、久保主税氏の再任の議案です。任期は３年間で平

成２５年１２月２１日までとなります。議案第５８号、牟岐町固定資産評価審査委員会委

員の選任。本年１２月２１日に任期満了となる委員、前川昌宏氏に代わり新たに勘場敏廣

氏を委員に選任する議案です。任期は３年間で平成２５年１２月２１日までとなります。

議案第５９号、教育委員会委員の任命。本年１１月９日に任期満了となる委員、駒井一美
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氏の再任の議案です。任期は４年間で平成２６年１１月９日までとなります。以上で提案

説明を終わりますけれども、詳細については関係課長などから説明をさせますので、よろ

しくご審議のほど、お願い申し上げます。失礼いたしました。 


